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こうつうルールをまもろう 

 

 わたしは、まいあさ学校へ行く時に、とう校はんでとう校しています。ほいくえんにか

よっている時に、おうだんほどうをわたる時は、車がきていなくてもすぐにわたらず右、

左、右をかくにんすること、手をまっすぐにあげてわたることを教えてもらったので、今

でもそのこうつうルールをきちんとまもるようにしています。 

 わたしのすんでいるちいきでは、近じょのおばさんがボランティアでまいあさはたふり

をしてくれています。わたしのおかあさんとおばあちゃんも「ありがたいよね」とよく話

をしています。 

 ある日、わたしがあさとう校していた日のことです。いつもボランティアではたふりを

してくれているおばさんがどうろのはじっこでたおれているのを見ました。わたしは、い

つもおばあちゃんと手をつないでとう校はんのしゅうごうばしょまであるいていくのです

が、たおれているおばさんを見たわたしのおばあちゃんは、すぐにそのおばさんの近くに

行って、「だいじょうぶですか」と声をかけていました。おばさんは青しんごうでおうだん

ほどうをわたるほかのともだちを見まもっていた時に、しんごうむしをした車にひかれて

しまったそうです。いしきは、あったけど足をけがしてうごけなくてきゅうきゅう車では

こばれていきました。いつも見ているおばさんがたおれているすがたを見てわたしは、と

てもこわくてかなしくなりました。そのつぎの日からおばさんは、はたふりができなくな

ってしまいましたが、「やっぱり見まもっていないとなにがあるかわからないからこんどか

らばばがはたふりをするね」といってわたしのおばあちゃんがはたふりをしてくれるよう

になりました。わたしは、それを聞いてとてもあんしんしました。 

 じ分がこうつうルールをまもっていても、車にのっている人がまもってくれないとじこ

がおきてしまうことがわかりました。でも時にはじ分がきちんとルールをまもっていない

からじこにまきこまれてしまうこともあります。おとなも子どももみんながこうつうルー

ルをまもってじこが一つでもすくなくなればいいなとおもいました。そしてまわりで見ま

もってくれているおとなの人にかんしゃしなければいけないなと思いましました。 

 


